
 

 

新型コロナウイルスの影響下における参加チーム遵守事項 

 

 

１. チーム代表者は選手及びスタッフが以下の事項に該当する場合、チーム帯同を見合わせること 

  ●体調が良くない場合(例：発熱・咳などの症状がある場合) 

  ●同居家族及び身近な人に感染が疑われる方がいる場合 

  ●過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域への渡航 

   または当該在住者との濃厚接触がある場合 

 

2. 移動時の対応 

  ●出発時に選手及びスタッフに検温及び上記を確認し、チェックリストに記入すること 

  ●可能な限り、小グループでの移動を心掛け、マスク着用、換気等の対策を行うこと 

 

３．会場における感染防止対策 

   ●コロナウイルスの感染防止対策として、こまめな消毒を心がけること 

   ●飲水ボトルを共有しないこと(各自個人毎の準備) 

   ●ごみは個人で管理し、収集、持ち帰り処分すること(密閉すること) 

   ●プレー中以外はマスク着用に努めること 

   ●飲みきれなかった水やスポーツドリンクは所定の場所に捨てること 

 

４．ビブスの受け渡し等に関する注意事項 

●ビブスは、別の交代要員に手渡ししない 

   ●ビブスを着回ししない（選手一人一人の個別のものとする） 

   ●負傷者が出た際は、第 3 審判へ渡さない（チームで管理する） 

   ●ハーフタイムに複数のビブスをまとめて移動させない（自分の個別ビブスは自分で持つ） 

   ●接触や飛沫による感染防止のために、円陣を組む際は、一定の間隔を取り、肩を組む行為や大声によ

る掛け声を慎むこと 

   

  ５. 事後対応 

   ●大会後にチームから新型コロナウイルス感染症を発症したと場合は、主催者へ報告すること 

 


